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博士人材のキャリアパス把握の目的
博士人材は、持続的な科学技術イノベーションの主たる担い手

博士人材を取り巻く状況は厳しく、かつ社会全体における博士人材の
活躍状況の把握・提示が十分なされていない

米・英・仏では博士課程修了後に定期的・追跡的な調査を実施

継時的・持続的な進路状況把握システム
(プラットフォーム)としての

「博士人材データベース(JGRAD)」の構築

修了年を特定した博士課程修了者全数調査と
しての「博士人材追跡調査（JD-Pro）」の実施

2016年10月～
2015年修了者（第1次）及び2012年修了者
（第2次）を実施
2018年2月第2次報告書を発表
2019年秋～
2015年修了者（第2次）及び2012年修了者
（第3次）を実施予定

2019年5月末現在、47大学に拡大
2018年1月より新システムでの登録更新

期待

現実

海外

我が国においても博士人材のキャリアパスの把握・可視化に向けた取組を行い
客観的根拠に基づいた科学技術政策・人材政策の立案に貢献
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第５期科学技術基本計画（2016年1月22日 閣議決定）
第4章 （１）人材力の強化 ① 知的プロフェッショナルとしての人材の育成・確保と活躍促進 ii) 科学技術イノベーションを

担う多様な人材の育成・活躍促進
科学技術イノベーションを担う多様な人材について、キャリアパスの確立と人材の育成・確保のための取組を推進する。国は、産学官が

こうした多様な人材の育成方策について検討する場を設けるとともに、学生等が多様な経験を積み、様々なキャリアパスに対する展望を持
てるようにするための産学官協働による大学・大学院教育改革を促進する。加えて、博士人材のデータベースの整備・活用等を推進する。

第３期教育振興基本計画 （2018年6月15日 閣議決定）
○ 大学院教育改革の推進
・ 平成28（2016）年３月に策定された第３次大学院教育振興施策要綱等に基づき，大学院教育改革を，引き続き推進する。

第３次大学院教育振興施策要綱 （ 2016年3月31日 文部科学大臣決定）
第四 文部科学省としての具体的な取組方策

４ 大学院修了者のキャリアパスの確保と可視化の促進 （２）大学院修了者の活躍状況の可視化と評価

【文部科学省の取組】
・各大学院における入学者・修了者数の公表状況、博士課程修了者の進路状況及びその公表状況について把握・情報提供する。
・認証評価において、大学院修了者の進路状況及びその公表状況について評価が行われるよう促す。
・科学技術・学術政策研究所において、「博士人材追跡調査」を実施するとともに、「博士人材データベース」への大学の参画を促す。
・「博士課程教育リーディングプログラム」の成果を含め、大学院修了者の活躍状況に関する広報に取り組む。

 平成31年度大学教育再生戦略推進費 卓越大学院フロ゚クラ゙ム 公募要領 （2019年2月 文部科学省) 
 5.その他留意事項 (4)その他

○ 採択された大学は、プログラムの修了者の追跡調査を、補助期間終了後10年目まで実施し、毎年度文部科学省に報告すること。追跡調
 査を実施する旨はあらかじめ学生に周知し、実際の調査実施の際には協力する旨の同意を得ること。追跡調査の内容や進め方について   

    は、検討の上で、実際の修了生が 出るまでに連絡する。 

○ 大学が行う上記の追跡調査と併せ、当面の間、科学技術・学術政策研究所が運用する「博士人材データベース(JGRAD)」を活用した修了
者の状況把握を予定しているため、大学は修了生の登録や情報の更新にあたり文部科学省並びに科学技術・学術政策研究所に協力すること。 

JGRADの政策的位置付け
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2040年を見据えた大学院教育のあるべき姿(審議まとめ) （中央教育審議会 大学分科会 2019年1月22日）

における、JGRAD関連記述

３．大学院教育の改善方策

⑥博士後期課程修了者の進路の確保とキャリアパスの多様化

なお、科学技術・学術政策研究所（ＮＩＳＴＥＰ）は、博士課程修了者のキャリアパスを継続的・持続的に把握・可視化するため、博士人

材データベース（ＪＧＲＡＤ）を構築し、より多くの大学の参加を促している。ＮＩＳＴＥＰは、大学の協力も得てＪＧＲＡＤの本格的活用を進め

るため、登録者数の拡大に向けて、データベースへの継続的な入力・更新の負担軽減を図りつつ、登録者に対する求人情報の提供や

博士課程修了者のキャリアパス形成に役立つ分析を充実し、博士課程修了者への成果還元も進めていく必要がある。

取組状況

2019年2月 卓越大学院プログラム公募説明会で、JGRAD参加が求められていること及び具体的な参加方法を
説明するとともに、NISTEPウェブ上でも広く参加募集呼びかけ

2019年5月 登録者及び参加大学に対し、博士課程修了者のキャリアパス形成に関する意識調査分析結果を
提供

2019年5月 参加大学におけるアンケート機能の利用の手順等を策定・周知

→ 参加大学自身によるアンケート調査が可能に

（夏頃予定）卓越大学院プログラム2019年度採択大学のJGRAD参加

（秋頃予定） データベース登録者への、登録更新呼びかけ

本大学分科会における、JGRAD関連事項
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大学院以降の学歴情
報

大学院入学前/後

の就業情報

ご自身が受けた国の
支援制度等について

研究関連活動 研究成果
個人の基本的な情
報

口頭発表
ポスター発表
論文
免許
知的財産権
特許
著書
受賞
作品

＜留学＞
留学先機関名
留学先国名
費用負担
期間
<海外研究活動>
取組名・期間
＜海外ボランティア活動＞
活動目的・期間
＜インターンシップ＞
取組名・期間
産学共同研究にRA等として
参画

博士課程教育リ-ディン
グプログラム
卓越大学院プログラム
スーパーサイエンスハイス
クール(SSH)
奨学金等の受給
学費の免除
ティーチングアシスタント
(TA)経験
リサーチアシスタント(RA)
経験
デ-タベース連携

就業開始年月
所属先機関種別
所属先機関名
職階・職位
役職・職名
雇用形態
任期開始
（年月日）
任期終了
（年月日）
産業分類
職業分類
専門分野
所属機関の所在地

大学院の種類
入学年月
所属大学院
研究科
(区分/大学名/研究科
/専攻)
研究分野
所属機関の所在地

ハンドルネ-ム
氏名
性別
生年月日
国籍
メールアドレス

基本情報 キャリア
（就学）

キャリア
（就業）

支援制度

その他
研究活動 成果タブ

項目

入力
情報

収録情報

JGRADの仕組み／収録情報
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東北大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラム、卓越大
学院プログラムを含む） 奈良女子大学 全研究科 宮城大学 全研究科

筑波大学 全研究科、博士課程教育リーディングプログラム、卓越大
学院プログラム 岡山大学 全研究科 名古屋市立大学 全研究科

千葉大学 全研究科、博士課程教育リーディングプログラム 広島大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラム、卓越大
学院プログラムを含む） 大阪府立大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラムを含む）

東京医科歯科大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラムを含む） 徳島大学 全研究科 高知工科大学 全研究科

東京農工大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラム、卓越大
学院プログラムを含む） 長崎大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラム、卓越大

学院プログラムを含む） 首都大学東京 一部（3研究科）

東京工業大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラム、卓越大
学院プログラムを含む）

奈良先端科学技
術大学院大学

全研究科 大阪市立大学 一部（7研究科）、博士課程教育リーディングプログラム

お茶の水女子大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラムを含む） 北海道大学 一部（9研究科）、博士課程教育リーディングプログラ
ム、卓越大学院プログラム 兵庫県立大学 一部（2研究科）、博士課程教育リーディングプログラム

電気通信大学 全研究科 秋田大学 博士課程教育リーディングプログラム 高知県立大学 博士課程教育リーディングプログラム
一橋大学 全研究科 山形大学 一部（2研究科）、博士課程教育リーディングプログラム
新潟大学 全研究科 群馬大学 博士課程教育リーディングプログラム 東京理科大学 全研究科

長岡技術科学大学 全研究科（卓越大学院プログラムを含む） 東京大学 一部（1研究科）、博士課程教育リーディングプログラ
ム、卓越大学院プログラム 慶應義塾大学 一部（1研究科)、博士課程教育リーディングプログラム

山梨大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラムを含む） 金沢大学 博士課程教育リーディングプログラム 同志社大学 博士課程教育リーディングプログラム

信州大学 全研究科、博士課程教育リーディングプログラム 名古屋大学 博士課程教育リーディングプログラム、卓越大学院プログラ
ム、部分参加 日本赤十字看護大学 博士課程教育リーディングプログラム

豊橋技術科学大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラムを含む） 京都大学 一部（5研究科）、博士課程教育リーディングプログラ
ム、卓越大学院プログラム 早稲田大学 博士課程教育リーディングプログラム、卓越大学院プログラム

滋賀医科大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラムを含む） 九州大学 一部（９研究科）、博士課程教育リーディングプログラム

大阪大学 全研究科（博士課程教育リーディングプログラム、卓越大
学院プログラムを含む） 熊本大学 一部（1研究科）、博士課程教育リーディングプログラム

神戸大学 全研究科
政策研究大学院
大学

博士課程教育リーディングプログラム

私立大学

国立大学

大学名 2018年度参加形態 大学名 2018年度参加形態 大学名 2018年度参加形態

公立大学

2019年5月末現在、47大学（国立大学34、公立大学8、私立大学5）が参加

全研究科参加は28大学
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注：修了者数は2018年3月1日時点で大学より報告された人数であるため、「在籍中」には2018年度修了確定者（3月1日時点）を含む
＊修了には課程修了、単位取得退学、中途退学を含む
＊＊出典：文部科学省学校基本調査

修了年度* 博士課程
入学者数**

登録者
割合入学年度 在学中 ～2013 2014 2015 2016 2017 2018 総計

～2011 73 3 101 185 115 61 18 556 - -
2012 74 7 171 339 171 87 28 877 15,577 5.6%
2013 258 0 14 573 537 208 75 1,665 15,491 10.7%
2014 560 - 5 35 838 608 210 2,256 15,418 14.6%
2015 1,263 - - 13 101 812 409 2,598 15,283 17.0%
2016 2,708 - - - 30 178 111 3,027 14,972 20.2%
2017 2,584 - - - - 39 32 2,655 14,766 18.0%
2018 2,670 - - - - - 12 2,682 14,903 18.0%
総計 10,190 10 291 1,145 1,792 1,993 895 16,316

博士課程修了者数** - 15,684 15,773 15,658 15,654
登録者割合(%) - 1.9% 7.3% 11.4% 12.7%

2019年3月1日付JGRADデータから運営事務局作成

JGRAD登録者の入学年度別、終了年度別分布
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登録者の研究分野の最新の求人情報の提供
イノベーション創出を担う研究人材のための

キャリア支援ポータルサイトJREC-IN Portal
からの情報配信（JSTのとの連携）

ロールモデルポータルサイトトップ画面

博士人材の活躍に関する記事の提供
参加大学等の有する博士人材のロールモデル記事や

キャリア情報を、見やすくジャンル別に分類して紹介

博士人材の

キャリア情報を

８つに分類

JGRAD登録者に対する情報提供 （登録者のメリット）
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JGRADに登録されている各種情報と、アンケート調査により把握した課程
修了後のキャリアパス等に関する意識を統合的に解析し、今後の大学院教
育並びに人材育成に関連する政策形成に役立てることを目的とする

１．長期的視点から

２．短期的なフィードバックの視点から

JGRADによるキャリアパス追跡
博士特有のキャリアパスの軌跡（就職か
ら定年まで）
国の科学技術政策/人材政策等に反映

JGRADによるキャリアパスに関す
る意識調査
例. 現職において役立っている博士課程
の経験、海外における研究活動の希望
及びその理由や課題 等

登録者及び大学のキャリアパス支援に役
立つ分析をフィードバック

JGRADに期待される成果
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１．実施目的
・ アンケートにより、JGRAD登録情報の分析に寄与する情報を収集し分析することで、博士人材の一層の活躍に向けた政策検討に資

する関連情報等を得る。
・アンケートをきっかけにJGRADの登録更新を促す。

２．実施方法
（１）質問設定

JGRAD連絡会において、参加大学の意見をいただいて作成。また、高等教育局大学振興課及び科学技術・学術政策局人材政策課
にも意見照会。

（２）対象者
JGRAD登録者全員（約1万6千人）。 博士課程在籍生と修了生に質問をわけてアンケートを依頼。

（３）依頼・回答方法 ： メールで、登録情報の更新とJGRAD内に設置したアンケートページでの回答を求めた。
（４）実施期間 ： 2018年10月15日 － 2018年11月19日 （11月末日まで受領）

３．実施結果
（１）回答数 修了生 647名、在籍生 1,920名 （アクセスした登録者の72%が回答）

（２）アンケート期間中の登録者によるJGRADアクセス数 3,579名

（３）アンケート期間中にDBの登録更新が確認された人数 3,033名

４．結果の公表
・アンケートの結果については、「博士人材データベース（JGRAD）を用いたキャリアパス等に関する意識調査－JGRADアンケート

2018結果報告－」（科学技術・学術政策研究所、2019年5月24日、https://doi.org/10.15108/rm281 ）において公表。

修了者 総計647 名
性 別 国 籍 別 就業機関種別

男性 494名 日本国籍 504名 大学 236名
女性 147名 外国籍 138名 民間企業 170名

その他 (答えたくない) 6名 不明 (空欄) 5名 公的機関 61名
その他 (空欄等) 180名

在籍者 総計1,920名
性 別 国 籍 別 専攻分野別

男性 1,345名 日本国籍 1,337名 理学 393名
女性 566名 外国籍 558名 工学 780名

その他 (答えたくない) 9名 不明 (空欄) 25名 農学 82名
保健 414名

人文・社会・教育 203名

その他(教育、商船、家政等) 48名

2018年度 JGRADアンケート 実施概要
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修了生の多くが、在籍時の「異分野研究者との交流」が現在の業務遂行において役に立っていると認識。(図1)

もっと経験しておくべきだった経験には「語学力向上カリキュラム」、各種の交流が多い。 (図2)

大学教員養成プログラムは、役立っているとの回答に比較して、経験しておくべきだったとの回答が特に多い。(図1,2)

もっと経験したかったと考える修了生が多い、交流関係、語学力は、在籍生の多くが役立つと意識。大学教員養成プロ
グラムを意識している在籍者は、経験しておくべきだったとの修了者の回答割合に比較すると少ない傾向。(図3)

図１ 修了者が、現在の業務に役立って
いると思う在籍中の経験３つ

図２ 修了者が、在籍中にもっと経験
しておくべきだったと思う経験３つ

異分野研究者との交流

研究関係者との交流

各界で活躍する人々との交流

プロジェクト形式の授業

IT技術の習得

語学力向上カリキュラム

インターンシップ

授業外のサポート

大学教員養成プログラム

異分野研究者との交流

研究関係者との交流

各界で活躍する人々との交流

プロジェクト形式の授業

IT技術の習得

語学力向上カリキュラム

インターンシップ

授業外のサポート

大学教員養成プログラム

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より
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※回答「その他(74)」は省略している。 ※回答「その他(42)」は省略している。

0 500 1000 1500

異分野研究者との交流

研究関係者との交流

各界で活躍する人々との交流

プロジェクト形式の授業

IT技術の習得

語学力向上カリキュラム

インターンシップ

授業外のサポート

大学教員養成プログラム

(件)

図３ 在籍者が、在籍中に経験して
おくと役に立つと思う経験３つ

※回答「その他(75)」は省略している。

(件)

<修了者対象> 現在の業務遂行において役立っている博士課程在籍時の経験（３つまで選択）
<修了者対象> 博士課程在籍時に、もっと経験しておくべきだったと考える経験（３つまで選択）
<在籍者対象> キャリアに役立つと思う、博士課程在籍中の経験（３つまで選択）
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大学所属者には、語学力向上カリキュラムの経験をしておくべきだったとの回答が特に多い。大学教員養成プログ
ラムの選択が他グループより多いのは、必然。 (図5)
民間企業所属者には、交流を経験しておくべきだったとの回答が他グループ以上に多い傾向があり、修了後に在
籍時のネットワーク形成をより重視するようになっていることが示唆される。 (図5) 

※ 公的機関の回答数は少なく、参考情報として掲載

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より

図4 所属機関種別の、現在の業務に役立っている経験
３つ（回答者に占める各選択肢の選択者の割合）

図5 所属機関種別の、もっと経験しておくべきだったと思う
経験３つ（回答者に占める各選択肢の選択者の割合）

※回答「その他」は省略している。

■大学 ■民間企業 ■公的機関
n=204 n=155            ｎ=53

■大学 ■民間企業 ■公的機関
n=216 n=161 n=58 

※回答「その他」は省略している。

0% 20% 40% 60% 80%

異分野研究者との交流

研究関係者との交流

各界で活躍する人々との交流

プロジェクト形式の授業

IT技術の習得

語学力向上カリキュラム

インターンシップ

授業外のサポート

大学教員養成プログラム

0% 10% 20% 30% 40% 50%

異分野研究者との交流

研究関係者との交流

各界で活躍する人々との交流

プロジェクト形式の授業

IT技術の習得

語学力向上カリキュラム

インターンシップ

授業外のサポート

大学教員養成プログラム

<修了者対象>所属機関種別の、現在の業務遂行において役立っている経験、
もっと経験しておくべきだったと考える経験（各３つまで選択）
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図6 就職または転職にあたり重視した観点 図7 現在の所属機関種別の、就職または転職で
最も重視した観点

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より

研究を続けられる

研究に関する自由度が高い

博士課程の研究テーマと関連

創造性が高くイノベーティブ

社会に貢献できる

雇用が安定している

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを実現できる

職場の雰囲気が良い

給料が高い

論文等著作が出しやすい

福利厚生が充実している

昇進の機会が多い

その他

研究を続けられる

研究に関する自由度が高い

博士課程の研究テーマと関連

創造性が高くイノベーティブ

社会に貢献できる

雇用が安定している

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを実現できる

職場の雰囲気が良い

給料が高い

論文等著作が出しやすい

福利厚生が充実している

昇進の機会が多い

その他

0% 10% 20% 30% 40%

■大学 n=229 
■民間企業 n=162    
■公的機関 n=61 

0 100 200 300

■最も重視
■2番目に重視

職業選択にあたり最も重視されているのは「研究を続けられる」こと。続く観点も、研究に関連する「研究の自
由度が高い」「博士課程のテーマと関連」 「創造性が高い」が多い。 (図6)
所属機関種別に内訳をみると、大学所属者では、研究重視の傾向が強い。一方、民間企業所属者では重視
する観点が広く分散した。 (図7) 

<修了者対象> 就職または転職にあたり、重視した観点
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外国で研究をしたいと希望する人の方が、国内にとどまって研究したい人より多い。 (図8)
研究したい国を選んだ理由は、外国での研究希望者には「（当該国の)研究レベルが高い」が多く、国内の研究希
望者には「現職から離れたくない」及び「(日本の)研究レベルが高い」が多い。 (図9)

大学所属者には、民間企業所属者に比較して「出身国への休職が不利になる恐れ」「コミュニティから離れる心配」
を抱いている者の割合が多い。 (図10)

図8 外国での研究希望の有無

（人）0 50 100 150 200 250 300

出身国で(とどまって)研究したい

出身国以外での研究を経験したい

研究をしたいと思わない

研究レベルが高い
自分の研究したい分野が発達している

その国での勤務経験に興味
現職から離れたくない

その国での活動が評価される
指導を受けたい研究者の存在

研究設備が充実
研究支援体制が充実

その国の研究ﾈｯﾄﾜｰｸに参加したい
研究費が潤沢

研究者の求人が多い
その国の研究ｺﾐｭﾆﾃｨで存在感を得たい

論文が評価されやすい

家族の不利益・反対

当該国でのポストや研究費の獲得

言語に不安

生活環境に不安

転職に伴う経済負担が大きい

外国での努力に見合う評価が得られない

出身国への求職が不利になる恐れ

コミュニティから離れる心配

移住の場合、老後の生活環境

給与が下がるおそれ

0% 10% 20% 30%

■外国で研究したい
n=277

■出身国で研究したい
n=164

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大学 n=113
民間企業 n=74

図9 外国で研究したい理由、国内にとどまりたい理由 図10 所属機関種別の、外国で研究を希望するに
あたって気になること

<修了者対象> 将来、外国での研究活動を経験したいか？

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より 博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より 14



就職先では、大学への就職を希望する学生が最も多く、全体の約4割を占める。民間企業を希望する学生は、全体
の3割 (図11)。リーディングプログラム対象者には、民間企業での活躍を希望する者が多い傾向(図12)。
各就職先機関での職種は、教育研究職を望む学生が多い。全体として大学で教育研究職を希望する学生が、最も
多く、全体の4割程度。(図13)
※「平成30年度学校基本調査報告書」に見る実績は、修了翌年度5/1時点で大学教員の職に就いている者が全体の約2割。

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より

図13 機関種別、職種別、博士課程修了後に希望する就職先
博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より

0 250 500 750 1000
(人)

図11 博士課程修了後に希望する就職先
大学

民間企業
公的機関

非営利団体
起業

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大学

民間企業

公的機関

非営利団体

起業

その他

教育研究職

専門職

非教育専門職

どれでも良い

わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

大学

民間企業

公的機関

その他 リーディング対象者 n=681

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より

図12 リーディング対象者の、博士課程修了後に希望する就職先

<在籍者対象＞ 博士課程在籍者が、現時点で希望する就職先
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図14 キャリアに関して気になること（全体）

0 200 400 600 800 1000

■１番目
■２番目

修了後のキャリアについて「アカデミアのポストが少ない」、「アカデミアのポストの多くは不安定」を気にする選択が
多い。(図14)
民間就職希望者は、「博士採用に積極的な企業が少ない」「自分の分野で募集している企業がわからない」の選択
が多く、博士人材を募集する企業の見つけ方を気にしている。また、民間就職希望者に「アカデミアのポストが不安
定である」と気にする人も多く、終身雇用を前提とすることが民間就職の魅力になっている可能性がある。(図15)

博士人材DB  2018年度アンケート調査結果より

アカデミアのポストが少ない
アカデミアのポストの多くは不安定

博士採用に積極的な企業が少ない
自分の分野で募集している企業がわからない

キャリア選択のための情報が少ない
就職活動の方法がわからない

心配はあるが上記選択肢にはない
特に気になることはない

(件)

図15 就職希望先別の、キャリアに関して最も気になる事項
アカデミアのポストが少ない

アカデミアのポストの多くは不安定
博士採用に積極的な企業が少ない

自分の分野で募集している企業がわからない
キャリア選択のための情報が少ない

就職活動の方法がわからない
心配はあるが上記選択肢にはない

特に気になることはない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

■大学就職希望 n=822
■民間就職希望 n=590

<在籍者対象＞ 在籍者がキャリアに関して気にしている事柄
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関係機関への説明等

・国立大学学生関係部長・課長会議（6月）

・国立大学研究協力部長・課長会議（10月）

・神戸大学 説明会（10月）

・国立大学法人研究担当理事・副学長協議会（1月）

参加大学との連携活動

・奈良女子大学共催WSの開催（1月）

博士課程学生、修士課程学生、大学の教職員等

約40名が参加

※講演録・講演資料はこちら

DOI： https://doi.org/10.15108/lt309

JGRAD連絡会を開催し、参加大学と情報交換

・平成30年度第１回連絡会 （8月）

・平成30年度第2回連絡会 （3月）

構成員：NISTEP所長、参加大学担当理事

その他、JGRADにおける普及活動等（2018年度）
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2012年コホート

1.5年後
2014年実施

3.5年後
2016実施

パネル調査

2012年4月1日~2013年3月31日に博士課程を修了した者

6.5年後
2019年実施予定

有効回答数 5,052
有効回答率 38.1％

有効回答数 2,614
有効回答率 51.8%

2015年コホート

0.5年後
2016年実施

3.5年後
2019年実施予定

有効回答数 4,922
有効回答率 36.4％

全数調査

パネル調査

パネル調査 パネル調査

全数調査

2015年4月1日~2015年3月31日に博士課程を修了した者

パネル調査

JGRADに並行し、「博士人材追跡調査」による状況把握
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